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Juntos !!オンラインプログラム 

～ポストコロナ時代の SDGs～（オンライン）の記録  

（対象国/地域：日本,中南米） 

 

１．オンライン交流概要 

外務省が推進する国際交流事業の対日理解促進交流プログラム「Juntos‼中南米対日理解促進交

流プログラム」の一環として、日本および中南米地域の大学生や社会人等を対象としたオンライン

プログラムを今年 3 月に開催しました。本事業では、「ポストコロナ時代の SDGs」をテーマに、

様々な国内有識者を招いた講義や参加者間交流をオンライン上で行い、参加者自らその模様を発信

しました。 

 

【目的】「Juntos!!中南米対日理解促進交流プログラム」は、日本と中南米各国との間で、将来を

担う人材を招へい・派遣する、日本政府（外務省）が推進する事業で、人的交流を通じ、日本の政

治、経済、社会、文化、歴史・外交政策等に関する対日理解の促進を図るとともに、親日派・知日

派を発掘することを目的とします。また、日本の外交姿勢や魅力等について被招へい者・被派遣者

自ら積極的に発信してもらうことで、国際社会における対日イメージ向上や日本への持続的な関心

の増進、中南米における対日理解の増進を図り、深い相互理解に立脚した日・中南米関係の発展を

目指します。 

 

【参加者】中南米および日本の大学生、大学院生、社会人 102 名（中南米 96 名、日本 6 名） 

 

 

【日程】 

日にち 内容 参加者の質問・反応 

1 回目 

3 月 9 日

（水） 

【オリエンテーション】 事業の趣旨と目的が参加者間に

浸透しました。後続するプログ

ラムへ期待する声が寄せられま

した。 

2 回目 

3 月 11 日

（金） 

【基調講演】外務省 

「ポストコロナ時代の SDGs」 

講師：外務省国際協力局地球規模課題総括課 

課長補佐 森田篤士氏 

①聴講 

②質疑応答 

日本の SDGs への取り組みにつ

いて質問が出るなど、参加者の

積極的な姿勢がみられました。

日本の政策についての理解を深

めました。 
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3 回目 

3 月 11 日

（金） 

【参加者交流会】 

①オリエンテーション、アイスブレイク 

②グループワーク「自国における COVID-19」に

ついて意見交換、発表準備 

③全体発表 

④総括 

パンデミック前後の生活の変化

について比較し考え、それぞれ

の状況が環境や人間、経済に与

えた影響についてディスカッシ

ョンし共有しました。 

4 回目 

3 月 15 日

（火） 

【テーマ関連講義】「日系社会連携」 

講師：独立行政法人国際協力機構 

中南米部部長 吉田憲氏 

①聴講 

②質疑応答 

【テーマ関連講義】「コロナ禍における日系社会

の現状」 

講師：サンパウロ日伯援護協会広報部 

Fernanda Cobucci 氏 

ブラジル日本青年会議所会頭  

岩本レアンドロ龍一氏 

①聴講 

②質疑応答 

日本の国際協力に対する姿勢

や、コロナ禍における日本と日

系社会の連携について、また、

日本の文化が COVID-19 のパン

デミックへの対処にどのように

役立ったか、などの質問があり

ました。 

5 回目 

3 月 15 日

（火） 

【テーマ関連講義】「シトラスリボンの活動につ

いて ～共存・共生～」 

講師：Chobitto 19+ 

松山大学准教授 甲斐朋香氏 

①聴講 

②質疑応答 

仕事やコロナの影響で不満を抱

えている人が多い社会におい

て、共存・共生の精神を広める

ために大事なことは何か、また

なぜ日本でこのような活動が広

まったのかなどについて質問が

ありました。 

6 回目 

3 月 16 日

（水） 

招へい：農泊体験（福島県朝倉市） 

①農泊のバーチャル体験 

②朝倉市の紹介 

朝倉市での暮らしについて質問

が出ました。コロナ禍が収束し

たら訪問してみたいといった感

想がありました。 

派遣：ホームステイ体験（ペルー） 

①現地の日系人団体の方と交流 

②ホームステイのバーチャル体験 

③歴史文化施設のバーチャル視察 

衣類、食事、自然災害につい

て、質問がありました。日本と

ペルーの生活習慣における相違

点について意見交換が行われま

した。 

7 回目 

3 月 17 日

（木） 

【テーマ関連講義】「世界初の水素ホテル 

脱炭素社会に向けての取り組み」 

取り組みの拡大・継続に向けて

の課題や工夫について、海外の

国で実証する可能性について質
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講師：株式会社東急ホテルズ川崎キングスカイフ

ロント東急 REI ホテル 

販売促進 黒崎竜男氏 

①聴講 

②質疑応答 

問が出ました。国の補助制度に

ついても興味関心が寄せられま

した。 

8 回目 

3 月 18 日

（金） 

【日本文化体験】盆踊り体験 

①レクチャー「盆踊りの概要、歴史的背景」 

②実技 

③質疑応答 

盆踊りの所作や浴衣について質

問がありました。振り付けをし

て音に合わせて踊る体験をしま

した。 

【日本文化体験】ラジオ体操体験 

①レクチャー「ラジオ体操の概要とコロナ禍にお

ける役割」 

②体操実技 

③質疑応答 

ラジオ体操の効果を上げる工夫

について質問がありました。簡

単な動きで全身運動ができる点

に参加者は高い感心を持ちまし

た。 

9 回目 

3 月 18 日

（金） 

【テーマ関連講義】「東日本大震災 ～私の体験

～」 

防災活動を通じた両地域間の協

力が更に深化することを期待す

る声が寄せられました。 

10 回目 

3 月 22 日

（火） 

【参加者交流会】防災コンセンサスゲーム 

①開会 

②個人ワーク 

③グループワーク 

④解説、表彰、フィードバック 

地震や津波が身近にあるかどう

かに関わらず、参加者は災害対

策や、災害が起こった際の人々

の行動について強く興味を引か

れていました。 

11 回目 

3 月 23 日

（水） 

【テーマ関連講義】「小笠原諸島とエコツーリズ

ム」 

講師：笠原村産業観光課産業観光 係長 

課長補佐 柏木徹氏（小笠原エコツーリズム協議

会事務局兼務） 

①聴講 

②質疑応答 

環境保全への協力を観光客へ伝

える工夫や、小笠原を訪れる訪

日外国人の動向について質問が

出ました。日本の新しい一面の

発見に刺激された参加者の訪日

意欲が高まりました。 

【テーマ関連講義】「ピースパークツアー 広

島」 

①オリエンテーション 

②広島バーチャル体験 

③ワードクラウド 

④まとめ 

被爆者講和に刺激を受けまし

た。 

広島が経験したことから学び、

考え、これからどう生きていく

のかを一緒に考えました。 

12 回目 

3 月 24 日

（木） 

【テーマ関連講義】「日本企業の学校保健分野の

海外展開事例 ～衛生環境改善への取組みやコロ

ナ禍における新たな取組み～」 

循環型経済や環境保全の観点か

らの質問や、将来のビジネス展

望についての質問が出ました。
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講師：株式会社 LIXIL SATO 事業部 

ビジネスディベロップメントマネージャー 

小林裕生氏 

①聴講 

②質疑応答 

衛生環境改善は中南米の参加者

にとっても身近な課題として高

い関心が寄せられました。 

13 回目 

3 月 25 日

（金） 

【日本文化体験】坐禅 

講師：妙心寺退蔵院 

副住職 松山大耕氏 

①座禅の説明 

②法話、読経、座禅体験 

③妙心寺退蔵院をバーチャル視察 

④質疑応答 

枯山水の作り方や、日本におけ

る宗教観について質問が出まし

た。参加者の日本理解が促進さ

れたと同時に、訪日意欲の向上

につながりました。 

14 回目 

3 月 25 日

（金） 

【テーマ関連講義】「中南米における ICT システ

ムや地デジシステムの構築・展開」 

講師：NEC ラテンアメリカ 

Head of Innovations Cristiano Blanez 氏 

①聴講 

②質疑応答 

企業として取り組んでいる

SDGs の活動に関する質問や、

デジタルイノベーションについ

て質問が出ました。中南米地域

で活躍する日系企業の紹介を通

じて両地域間の連携について考

える機会となりました。 

15 回目 

3 月 29 日

（火） 

報告会 

①個人ワーク 

②全体ブレスト 

③全体発表 

④実施団体総括 

日本理解につながったプログラ

ムや、SDGs の取り組みが印象

に残ったプログラムについて意

見交換をしました。プログラム

全体を振り返り、そして将来の

活動計画を共有する機会となり

ました。 
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２．記録写真  

  

3 月 11 日【基調講演】外務省 3 月 11 日【基調講演】外務省 

 

 

 

 

3 月 11 日【参加者交流会】 3 月 11 日【参加者交流会】 

  

3 月 15 日【テーマ関連講義】独立行政法人国

際協力機構（JICA） 

3 月 15 日【テーマ関連講義】独立行政法人国

際協力機構（JICA） 
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3 月 15 日【テーマ関連講義】Chobitto 19+ 3 月 15 日【テーマ関連講義】Chobitto 19+ 

 

 

 

 

3 月 16 日 農泊体験（福島県朝倉市） 3 月 16 日 農泊体験（福島県朝倉市） 

 

 

 

 

3 月 16 日 ホームステイ体験（ペルー） 3 月 16 日 ホームステイ体験（ペルー） 

   

3 月 17 日【テーマ関連講義】株式会社東急ホテ

ルズ川崎キングスカイフロント東急REIホテル 

3 月 17 日【テーマ関連講義】株式会社東急ホテ

ルズ川崎キングスカイフロント東急 REI ホテル 
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3 月 18 日【日本文化体験】盆踊り体験 3 月 18 日【日本文化体験】盆踊り体験 

 

 

 

 

3 月 18 日【日本文化体験】ラジオ体操体験 3 月 18 日【日本文化体験】ラジオ体操体験 

  

3 月 18 日【テーマ関連講義】「東日本大震災 

～私の体験～」 

3 月 18 日【テーマ関連講義】「東日本大震災 

～私の体験～」 
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3 月 22 日【参加者交流会】 3 月 22 日【参加者交流会】 

  

3 月 23 日【テーマ関連講義】「小笠原諸島とエ

コツーリズム」 

3 月 23 日【テーマ関連講義】「小笠原諸島と

エコツーリズム」 

 

 

 

 

3 月 23 日【テーマ関連講義】「ピースパークツ

アー 広島」 

3 月 23 日【テーマ関連講義】「ピースパーク

ツアー 広島」 
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3 月 24 日【テーマ関連講義】株式会社 LIXIL 3 月 24 日【テーマ関連講義】株式会社 LIXIL 

  

3 月 25 日【日本文化体験】坐禅 3 月 25 日【日本文化体験】坐禅 

 

 

 

 

3 月 25 日【テーマ関連講義】NEC ラテンアメリ

カ 

3 月 25 日【テーマ関連講義】NEC ラテンアメ

リカ 
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3 月 29 日【報告会】 3 月 29 日【報告会】 

 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ アルゼンチン 社会人 

このプログラムでは、本質を突く様々な情報を得ることができました。坐禅の精神を日常生活

に取り入れ、その持続可能性な方法を現在の仕事に活かしていきたいと思います。差別や偏見

をなくそうという日本での活動には驚きました。日本とアルゼンチンの企業の共通点は、

SDGs を達成しようと取り組んでいる所が多いこと、農村観光を推進している所が多いという

ことです。 

 

◆ ベネズエラ 社会人 

このプログラムは、日本と繋がり、日本について学び、日本の考え方で自国へ取り入れられる

点を考える大変有意義な機会となりました。 

 

◆ ブラジル 大学生 

MOFA と JICA から提供された情報は、日本の外交政策や SDGs のテーマに関連した戦略を理

解する上で大変役に立ちました。これらの政策の中には、特にデジタル化や災害対策に関する

ものなど、日本がラテンアメリカ諸国で実施可能なものもあります。 

 

◆ トリニダード・トバゴ 社会人 

コンセンサス・ビルディングはとても印象的で、私の国でももっと実践していきたいと思いま

す。お互いを思いやる姿勢は本当に賞賛に値するものであり、私たちもそこから学んでいきた

いと思います。 

 

◆ バルバドス 社会人 

バルバドスでは、日本から多くのことを学ぶことができると思います。例えば、災害に対する

意識は、私たちのハリケーンシーズンに対策を講じる際に生かすことができます。また、日本

は SDGs に関して素晴らしい計画があり、私は彼らと協働して、これらのいくつかをバルバ
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ドスで取り入れたいと考えています。Juntos!! は、私の視野を広げ、いつか日本で働きたいと

いう夢を叶えてくれる素晴らしいプログラムでした。本当にありがとうございました。 

 

◆ ブラジル 社会人 

私は日本でボランティア活動をしていました。その間、たくさんの素晴らしい人たちと出会い

ましたが、帰国後、多くの人たちと連絡が取れなくなりました。Juntos プログラムで多くの

ことを経験し学んだように、自国の文化も日本の方々に紹介したいと思うようになりました。

特に、いつも一人で新しいことを経験する機会がほとんどない高齢者の方々のお役に立ちたい

と願っています。 

全体として、私はこの Juntos!!の取り組みに本当に感謝し、この素晴らしいアイデアとプログ

ラムに敬意を表します。  

 

◆ ドミニカ共和国 社会人 

このプログラムは本当に楽しくて、この経験を他の人にも伝えたいと思います。今年、私は文

部科学省の奨学金受給者として福岡に移り住み、修士課程に進む予定です。まずは自分の経験

を伝え、自国の今年の文部科学省奨学金候補者にこのプログラムを知ってもらうことから始め

ようと思っています。 

 

◆ ジャマイカ 大学生 

私は現在、国際関係学を専攻しているので、Juntos で学んだオプションを実行し、国家間の

関係を改善し、私たち全員が地球上でより良い環境を実現できるように進んで助け合うように

したいです。  

 

◆ ドミニカ共和国 社会人 

Juntos プログラムを通じて、日本の持続可能性、革新、協力、包括、国家主義といった強い

考え方を学ぶ機会を得ました。私たちラテンアメリカ、カリブ海諸国が日本から学ぶべきこと

はたくさんあります。このプログラムに参加できたこと、そして SDGs に向けた日本のイニ

シアティブの推進者になれたことを本当に嬉しく思っています。本当にありがとうございまし

た。また次回まで。  

 

◆ グアテマラ 大学生 

このプログラムが好きです。このような素晴らしいプログラムに参加したのは初めてです。日

本の文化について学んだだけでなく、日本の国際社会との関わりについても学べました。 

このプログラムのおかげで、私は日本に留学するための奨学金を得るため、一生懸命勉強し続

けようという気持ちになりました。このプログラムを通じて学んだ日本の文化やラテンアメリ

カとの関係について、家族や友人に伝えたいと思います。  
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◆ ホンジュラス 大学生 

Juntos!!では多くの経験をしました。他の参加者と日本とその文化の魅力、テクノロジーなど

多くのことを学び、楽しみました。このような機会をいただき、大変感謝しています。   

 

◆ メキシコ 大学生 

このプログラムでは、多くの貴重な経験をすることができました。プレゼンテーションに取り

組む姿勢は皆さん素晴らしかったです。常にベストを尽くし、周囲と協働する日本人のやり方

は、私たちも見習うべきものがあると思います。考え方や行動について、自分も見習い、周囲

の人に何かできることがあればやってみようと思いました。  

 

◆ パラグアイ 大学生 

このプログラムは期待以上のものでした。アクティビティはとても面白く、日本の生活の違っ

た面を見せてくれました。私の国（パラグアイ）と大きな違いがあるものの、共通点も見いだ

せました。特に人々の歓迎方法やおもてなしです。事務局への感謝の意と共に、全プログラム

で得たことを SNS へ投稿しました。 

 

◆ チリ 社会人  

日本社会が、一般家庭、企業、団体、学識経験者、もちろん政府も、SDGs17 項目の達成に向

けて実践し、持続可能な発展のために共創していることに大変驚いています。 

SDGs の達成に向けて優れた取り組みを行っている企業や団体を表彰する「ジャパン SDGs ア

ワード」について特に注目しました。 

 

 

４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ 朝倉市ホストファミリー 

オンラインで民泊という新しい試みで、非常に大きな学びがありました。ありがとうございま

す。 

◆ 独立行政法人国際協力機構 

JICA の事業、日系社会への支援や日系社会との関係についてお伝えする機会を頂き、感謝致し

ます。 

◆ 一般社団法人日本盆踊り協会 

この度は盆踊りという、日本の伝統文化・民俗芸能を発信する場をいただきましてありがとうご

ざいます。受講された方々も興味をもっていただき、積極的に質問等をしていただき、盆踊りと

いう日本ならではの文化についても、我々も改めて考える機会をいただきました。盆踊り自体、

全国で開催され、1,000 種類以上あると言われています。出来ましたら、ぜひ継続的な取り組み

として今後も実施していただけましたら幸いです。 
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◆ 株式会社 LIXIL 

日本と各国の良好な関係の構築に大変有意義なプログラムだと思いました。弊社の活動の紹介が

少しでもお役に立てておりましたら幸いです。 

 

５．参加者の対外発信、報道記事等 

 

 

 

2022 年 3 月 24 日（NHK 松山放送） 

シトラスリボンプロジェクトについての講義の

様子が紹介されました。 

2022 年 3 月 31 日（財経新聞） 

https://www.zaikei.co.jp/releases/1621542/ 

Juntos!!中南米対日理解促進交流プログラムに

おいて、「ポストコロナ時代の SDGs」をテー

マに、様々な国内有識者を招いた講義や参加者

間交流がオンライン上で行われたことについて

紹介されました。 

https://www.zaikei.co.jp/releases/1621542/


 

14 
 

 

 

2022 年 3 月 16 日（Twitter） 

今日は素晴らしい体験をしました！朝倉市を訪

問し、グリーンツーリズムを少し楽しみました。 

様々なものを見せてくださった林さんとご家族

に感謝します。 

2022 年 4 月 1 日（Facebook） 

地震は恐ろしい自然災害であり、しばしば津波

や破壊を伴い、死者を出すこともあります。

2022 年 3 月 18 日（金）、私たちは、2011 年

に宮城県で発生したマグニチュード 9.0 の大

地震から生還した佐々木アメリアさんと話を

する機会に恵まれました。地震は関係者全員に

とって恐ろしい試練でしたが、彼らはそれを乗

り越え、時間をかけて再建することができまし

た。 
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2022 年 3 月 23 日（Facebook） 

今日は、日本の秘境、小笠原諸島について学び

ました。東京から船で約 24時間、飛行機では

行くことができない島々です。船は 6日に 1回

運航しています。これらの島々は自然が美しい

場所でエコ・ツーリズムの行き先です。この資

料映像を見て、私は少し感慨深いものがありま

した。私たちは、都会の喧騒の中に身を置きが

ちですが、私たちが住んでいるこの素晴らしい

地球を、いかに大切に守っていく必要があるか

の重要性を思い出させてくれました。いつの日

か、この島々を訪れたいと思います。 

2022 年 3 月 11 日（Facebook）  

こんにちは。 

この度、「Juntos‼中南米対日理解促進交流プ

ログラム」にメキシコ代表として参加すること

になりました。  

火曜日から始まったオンラインプログラムは、

今月いっぱい続きます。今日は、日本の外務省

の森田篤士課長補佐から最初の講義を受けま

した。 

これから、プログラムで学んだ日本の政治、経

済、社会、文化、歴史、外交政策などの多くの

情報を発信していきます。 

 

 



 

16 
 

2022 年 3 月 17 日（Facebook） 

今日は、環境に配慮した企業経営と、高レベル

の自立型経済について、非常に興味深い話を聞

くことができました。 

例えば、あるホテルでは、環境省の支援により、

ホテルで発生する廃棄物の一部と、国内のゴミ

処理場から出るプラスチック廃棄物を原料に、

水素を製造し、エネルギーの 30％を得ることに

成功しました。 

 

2022 年 3 月 18 日（Facebook） 

さて、今年も日本に再び戻る機会は得られませ

んでしたが、私は日本から学び続けるために、

このプログラムに参加したので、経験を共有し

ます。 

今日のテーマは、盆踊りです。日本舞踊の指導

者であり、日本舞踊の文化大使でもある鳳蝶 

美成（Ageha Bijo）さんが、いくつかのステッ

プと踊りの歴史を教えてくれました。録画はで

きませんでしたが、私は以前東京にいたときに

生で見た踊りのビデオを共有します。 

ちなみに、この盆踊りは 1000 年以上の歴史が

あり、先祖供養と豊作を祈願するためのものだ

と考えられています。 

 

 

2022 年 4 月 1 日（Facebook） 

COVID-19 のパンデミックの中、多くの日常生

活の習慣やルーティンが遮断しました。しかし、

変わらずに唯一保っていることは（精神的・身

体的な）健康です。Juntos は、2 つのシンプル

2022 年 3 月 11 日（Facebook） 

今日の講和はとても興味深かったです。JICA

と南米やカリブ諸国での日本移民やその子孫

との活動について知ることができました。 

吉田憲氏、Fernanda Cobucci 氏と Leandro 
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な手段を紹介してくれました。座禅（瞑想）とラ

ジオ体操（身体運動）です。 

注：両方の方法を理解するために、写真とビデ

オのリンクを付記しました。 

 

Luamoto 氏の 3 名に感謝します。 

 

 

 

2022 年 4 月 2 日（Instagram） 

日本は全世界の国土の 0.2%しかないのに、世界

で発生するマグニチュード 6.0 以上の地震の

20%を占めます。従って、災害から自らを守り他

者を守るため、国民への危機回避の教育が不可

欠です。このような背景から、テクノロジーと

ゲームを活用して子供から大人まであらゆる人

が参加して楽しみながら学び、危機回避教育の

あり方を変えることをミッションとする目的

で、ASOBI×BOSAI が生まれました。 

ASOBI×BOSAI のモットーは、「すべき」という

気持ちを「したい」という気持ちに変え、それに

よって自然災害の発生から生き残る人を増やす

ことです。 

 

Juntos!!プログラムの仲間と一緒に、この活動に

2022 年 3 月 18 日（Facebook） 

Juntos!!中南米対日理解促進交流プログラムの

また身になる講義がありました。 

シトラスリボンプロジェクトの取り組みはと

ても素晴らしいです。コロナ禍で生まれた差

別、偏見に対する失望感から生まれたプロジェ

クトです。いくつかの興味深い点を書きとめ、

皆さんにもご紹介したいと思います。 

プロジェクト開始当初、戦略も計画も何もあり

ませんでした。ただ、最も弱い立場にある人々

を助けたいという強い意志だけがあったので

す。ロゴは 3 つの輪で構成され、私たちが安心

できる場所を表しています。「家庭」「地域社

会」「職場・学校」です。このロゴは、ブレー

ンストーミングの過程で形成されました。 

講師の甲斐朋香さんは、「将来、より良い社会
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参加する機会を得ました。 グループでさまざま

な行動の可能性について話し合い、最終的に正

しい行動を見出すという、楽しくて遊び心にあ

ふれた体験ができました。 

ASOBI×BOSAI は素晴らしい取り組みだと思い

ました。日本と同じように大きな地震が発生す

るチリでも、ぜひ再現してほしいですね。 

になれば、このようなプロジェクトは必要なく

なります。」とおっしゃっていました。そして、

彼女のアドバイスは、「親切を強要する必要は

ありません。私たちは自分自身の中に優しさを

持っているからです。」ということでした。 

ちょっとした会話などほんの些細なことで私

達は親切になれます。 

このプロジェクトの取り組みに本当に感激し、

取り組みを紹介くださり感謝しています。 

 

 
 

2022 年 3 月 18 日（Facebook） 

3/15 オンラインでペルー旅行 

家の風景から食事まで、これまでのオンライン

イベントでは感じることができなかった現地の

雰囲気が伝わってきました！ 

今後の異文化交流イベントの参考にとってもな

りました。 

現地日系人の方の日本への思いの強さ 

改めて自国文化を考えるきっかけにもなりまし

た。 

2022 年 3 月 11 日（Facebook） 

このたび、「Juntos!!中南米対日理解促進交流

プログラム」に参加することになりました。日

本・ラテンアメリカ・カリブ海地域交流プログ

ラムで、国を代表して参加できることを光栄に

思っています。 

活動は 1 ヶ月間ずっと予定されており、継続し

て参加できます。今日はまず、日本の外務省の

プレゼンテーションから始まりました。 

Juntos!!事務局に感謝するとともに、これを読

んでいる人には、常に自分の夢に向かって進ん

で欲しいと思います。 
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６．プログラム終了後のアクション・プラン 

◆家族や友人と日本の文化やラテンアメリカとの関係について共有します。 

◆日本について知ることができる他のプログラムにも参加します。 

◆日本へ留学します。その奨学金を得るために一生懸命勉強し続けます。 

 

◆コロナがおさまったら、このプログラムをきっかけに知り合った仲間と日本を訪問します（アル

ゼンチン） 

◆今回新しく知った情報をクライアントに広めます。（アルゼンチン） 

◆自然災害が発生した場合の対策を強化するために、今回学んだことを周囲に共有します。（エル

サルバドル） 

◆自国の大使館ともっと関係を持ち、日本人と SDGs の両方をもっと勉強します。（エルサルバド

ル） 

◆日本文化と芸術について、表現する方法をアーティスト（未来の芸術家）のコミュニティで共有

します。（パナマ） 

◆将来の教師として、子供たちに、今回学んだこと、平和や規律、そして日系社会を築いてきた祖

先、ルーツへの敬意を教えていきたいです。（パナマ） 

◆合意形成ゲームの方法を自国でももっと実施したいと考えています。（トリニダード・トバゴ）  

◆国際関係の業務に携わっているので、相互補助の精神など今回学んだことを活かして、州の相互

関係を改善し、喜んで互いに助け合うような投げかけを行ないます。（ジャマイカ） 

◆今回の経験を共有し、自国で今年の文部科学省奨学金の候補者にプログラムを知らせることから

始めます。（ドミニカ共和国） 

◆留学生として、Juntos!!の事業のお手伝いをする側に立ちます。（ドミニカ共和国） 

◆医療におけるデータセキュリティを確保するための技術使用に取り組む研究プロジェクトを実践

します。（ブラジル） 

◆日本と西洋の科学と自然の文化的概念に関する研究会を計画、実践します。（ブラジル） 

◆定期的に大使館と領事館のウェブサイトをチェックします。 

◆SDGs を達成する方法について日本から多くのことを学ぶことができるので、日本について勉強

し続けます。 

◆日本語を勉強します。 

◆日本の国際協力政策に関する修士論文を書いて発表します。日本の調査を継続していきます。 

◆ロザリオ国立大学（観光地理学コース、国際政治学コース）の教授として、日本の外交政策、そ

の歴史、地理、観光地についての講義を続けていきます。（通常、9 月か 10 月に年に 2 回講義） 

◆国際政治と経済に焦点を当てた研究グループの一員として、このプログラムについて同僚やグル

ープに参加している大学院生と話し合い、日本について情報を広めます。 

◆朝倉のグリーンツーリズム（農泊体験）、川崎キングスカイフロント東急 REI ホテル、広島を訪

れます。 

◆このようなイベントの発信にアンテナをはり、プログラム終了後も継続して中南米との文化交流

の機会を持ち続けます。（日本） 
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◆プログラム終了して直ぐに、将来中南米や世界で活躍する日本企業で働くビジョンを明確化にし

ます。（日本） 

 

 

実施団体名：株式会社 JTB 


